
▲くす玉割りを終え、笑顔をみせる
　花岡中学校の生徒たち

▲「古江バイパス」の部分開通を祝って、　　　テープカットやくす玉割りのあと、通り初めがあり、午後５時からは一般開放されました。

▲パトカーの先導で、車約 50 台が
　通り初めを行いました。

▲開通を祝ってテープカットをする
　山下市長（左から２人目）

▲開通式を祝いに地元からも多くの人が
　集まりました。
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国
道
２
２
０
号

　
「
古
江
バ
イ
パ
ス
」3.9
㎞
が
開
通

　
　

～
古
江
坂
を
回
避
す
る
バ
イ
パ
ス
が
３
月
30
日
部
分
開
通
～

３
月
30
日
、
国
土
交
通
省
大

隅
河
川
国
道
事
務
所
が
、
鹿
屋

市
花
岡
町
と
垂
水
市
新
城
間
の

国
道
２
２
０
号
で
平
成
13
年
度

か
ら
工
事
に
着
手
し
進
め
て
き

た
「
古
江
バ
イ
パ
ス
」
の
一
部

が
完
成
し
、
花
岡
町
の
現
場
で

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
鹿
屋
体
育
大
学
で

国
土
交
通
省
関
係
者
や
県
選
出

国
会
議
員
、
地
元
関
係
者
な
ど

約
１
５
０
人
が
出
席
し
て
、
開

通
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
下
市
長
は
、「
今
回
の
開
通

は
、
交
通
の
利
便
性
の
向
上
な

ど
、
そ
の
効
果
は
大
き
い
」
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
の
通
学
や
地
域
住
民
の
安
全

確
保
の
た
め
に
、
バ
イ
パ
ス
の

残
り
区
間
の
早
期
開
通
を
強
く

訴
え
ま
し
た
。

式
典
後
、
鹿
屋
体
育
大
学
か

　
ら
花
岡
町
の
古
江
バ
イ
パ
ス
に

場
所
を
移
し
て
、
国
、
県
な
ど

の
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
や
花
岡
中
学
校
の
生
徒
た
ち

に
よ
る
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ

た
あ
と
、
通
り
初
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

国
道
２
２
０
号
の
古
江
坂（
通

称
）
は
、
急
こ
う
配
で
急
カ
ー

ブ
が
連
続
す
る
た
め
に
、
走
行

性
が
悪
く
事
故
も
多
い
状
況
で

し
た
が
、
今
回
の
供
用
に
よ
り
、

古
江
坂
で
の
事
故
の
危
険
度
が

低
下
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗

者
へ
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
月
20
日
に
は
、
鹿

児
島
市
黒
神
と
垂
水
市
牛
根
麓

を
結
ぶ
「
牛
根
大
橋
」
が
開
通

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
垂
水
市
牛
根
麓
付

近
一
帯
の
国
道
２
２
０
号
は
、

大
雨
時
に
が
け
崩
れ
の
危
険
が

あ
り
、
連
続
雨
量
が
１
５
０
ミ

リ
を
超
え
る
と
通
行
止
め
の
規

制
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
牛
根
大
橋
を
含
む
2.7
㎞

区
間
の
国
道
が
完
成
し
た
こ
と

で
、
牛
根
麓
地
区
の
事
前
通
行

規
制
が
解
除
さ
れ
、
日
常
生
活
、

産
業
、
医
療
活
動
へ
の
支
障
が

解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲鹿屋体育大学で行われた式典では、
　万歳三唱をして、古江バイパスの
　部分開通を祝いました。

国
道
２
２
０
号
古
江
バ
イ
パ
ス
は
、
鹿
屋
市
白

水
町
か
ら
垂
水
市
新
城
間
の
交
通
混
雑
の
緩
和
と

交
通
安
全
の
確
保
を
目
的
と
し
た
延
長
約
7.5
㎞
の

道
路
で
す
。

平
成
元
年
度
に
事
業
に
着
手
し
、
平
成
４
年
度

に
用
地
着
手
、
平
成
13
年
度
か
ら
工
事
着
手
し
て

お
り
、
今
回
、
鹿
屋
市
花
岡
町
か
ら
垂
水
市
新
城

間
の
延
長
3.9
㎞
が
部
分
開
通
し
ま
し
た
。


